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あるので, SH 基に対する放射線の特異的な作用は考えないで, 一般のタンパ ク質分子の酵素作用に対す
る放射線の作用機構を放射線化学的に研究した｡




た｡ これらの点を明らかにするために95-166kradの γ線を照射 したsubtilisinの ATEEとBAEEとに
対する反応速度論的パラメーターをIJineweaver-Burkのplotにより求めた｡ その結果,BAEEに対するミ
- エリス定数 Kmには大きな変化が見出されなかったが, 最大速度 Vmaxは照射により減少し, ATEE




結果, 照射酵素においてほ特にチロシン, トリプトファン, メチオニンの損失が 著しいことが 認められ
た｡ これら三種のア ミノ酸はいずれも比較的疎水性であって, 前述の速度論的な検討の結果と考え合わせ
ると, この損失がphenol核を有する基質ATEE と酵素との結合の親和性に影響を与えたものと考える
ことができる｡















参考論文その4はタンパク質を構成するアミノ酸の アルカリ加水分解による 自動分析法を確立 したも
のである｡































を明らかにしたもの, またそのすぐれた着想のもとに困難な実験を成功させたもので, 放射線化学, 放射
線生化学の分野に貢献するところが少なくない｡ また主論文および参考論文を通じて申請者が生物化学,
物理化学および放射線化学に豊富な知識と優れた研究能力 とを有することを認めることができる｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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